
 

平成 24年度森林の活動体験教室／伊賀市立花之木小学校報告 
                       作成：平成２４年１１月３０日 大杉谷自然学校 
 
１．ねらい  学校林の樹木を調べる事で、木々に親しむ機会をつくり、学校周辺の自然について興味と      

愛着をもってもらう。また、調べて知る事の楽しさを感じてもらう。 

２．対象   伊賀市立花之木小学校４年生 １２名 
       担任：石原先生 
３．日時   １１月２７日（火）１０：４０－１２：１５ 
４．場所   花之木小学校 学校林 
５．講師   大杉谷自然学校 １名 
６．スケジュール 

時間 内容 場所／備考 

10:40-11:00 

○ 自己紹介 

○ 花之木小学校の森のお話（簡単に特徴など） 

○ 調べ方の説明 

4 年生教室 

11:00-12:05 

○ 調べ学習（グループ毎に活動） 

・ 抜粋した図鑑を元に同じ木を探し出してもらう。 

・ 見つけた木には名前のテープをつけてもらう。特

徴を調べてもらう。 

12:05-12:15 ○ 質問タイム ・ ふりかえり ・ まとめ 

学校林 

 
７．活動写真 

   
葉っぱの特徴や樹皮の違いなど、樹木を見分けるポイントについて教室で勉強した後、学校林に出か

けました。 

      
図鑑と見比べながらの調べ学習。落葉樹はほとんど葉を落としており、頭を悩ませていました。 
色んな木が学校林に生えている事を知ることができたようです。 



 

８．反省・意見など 
・ 授業日程を組むのが遅くなり、樹木観察には不向きな季節の実施になってしまった。手

掛かりが少ない中、子どもたちは一生懸命特徴を探して観察していた。 

・ 終了後は子どもたちから学校林についての様々な質問が飛び出し、今回の樹木調べは

学校林に改めて関心を持ってもらう良い機会になったと考えられる。 

・ 今後は継続して担任の先生と調べ学習を進め、樹木プレートを樹につける計画をして

いる。プレートは地元の森林組合に制作を依頼した。 

・ 花之木小学校は25年度をもって閉校する事が決まっている。学校林を活用した森林環

境教育を継続されている学校なので残念。今後、統合された学校でも実施してもらえる

よう、たくさんの先生方に森林環境教育を体験してもらいたい。 

 


